
(57)【要約】

【課題】吸収体や立体ギャザーを身体に密着させること

が出来、使用者の使用状況に応じた接着領域を有する吸

収性物品を提供することを目的とする。

【解決手段】人体と接する接触面に配されるトップシー

ト２と、外装体３と、前記トップシート２と前記外装体

３との間に腹側部３ａから股下部３ｂを通って背側部３

ｃにかけて介装され、前記外装体３側に接着剤により接

着される吸収体４と、を備える紙おむつ１において、吸

収体４と外装体３との接着領域は、腹側接着部８ａと、

背側接着部８ｃと、股下接着部８ｂと、股下接着部８ｂ

と腹側接着部８ａおよび股下接着部８ｂと背側接着部８

ｃとの間の中間接着部８ｄ、８ｅと、に区分された各接

着部の幅方向の長さが三つ以上異なる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 人 体 と 接 す る 接 触 面 に 配 さ れ る ト ッ プ シ ー ト と 、 外 装 体 と 、 前 記 ト ッ プ シ ー ト と 前 記 外
装 体 と の 間 に 腹 側 部 か ら 股 下 部 を 通 っ て 背 側 部 に か け て 介 装 さ れ 、 前 記 外 装 体 側 に 接 着 剤
に よ り 接 着 さ れ る 吸 収 体 と 、 を 備 え る 吸 収 性 物 品 に お い て 、
　 前 記 吸 収 体 と 前 記 外 装 体 と の 接 着 領 域 は 、 腹 側 接 着 部 と 、 背 側 接 着 部 と 、 股 下 接 着 部 と
、 前 記 股 下 接 着 部 と 前 記 腹 側 接 着 部 お よ び 前 記 股 下 接 着 部 と 前 記 背 側 接 着 部 と の 間 の 中 間
接 着 部 と 、 に 区 分 さ れ 、
　 区 分 さ れ た 各 接 着 部 の 幅 方 向 の 長 さ が 三 つ 以 上 異 な る こ と を 特 徴 と す る 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 腹 側 接 着 部 お よ び 前 記 背 側 接 着 部 の 幅 が 、 前 記 股 下 接 着 部 の 幅 よ り も 広 く 、
　 前 記 中 間 接 着 部 の 幅 は 、 前 記 腹 側 接 着 部 お よ び 前 記 背 側 接 着 部 の 幅 と 、 前 記 股 下 接 着 部
の 幅 と の 中 間 の 幅 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 吸 収 体 は 、 前 記 股 下 部 に お け る 幅 が 前 記 腹 側 部 及 び 前 記 背 側 部 に お け る 幅 よ り も 狭
い 吸 収 体 コ ア を 備 え 、
　 前 記 吸 収 体 の 幅 方 向 両 側 縁 部 に 腹 側 端 部 か ら 背 側 端 部 に 亘 っ て ギ ャ ザ ー シ ー ト が 設 け ら
れ 、
　 前 記 中 間 接 着 部 の 一 部 は 、 前 記 吸 収 体 コ ア と 前 記 ギ ャ ザ ー シ ー ト の 立 ち 上 が り 部 と の 間
に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 吸 収 性 物 品 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の テ ー プ 式 、 パ ン ツ 式 の 紙 お む つ に お い て 、 ト ッ プ シ ー ト を 有 す る 吸 収 体 を 、 外 装
体 を 有 す る 外 装 体 に 貼 付 け る 接 着 領 域 と し て は 、 吸 収 体 の 股 下 部 、 も し く は 腹 側 部 や 背 側
部 の い ず れ か の 幅 に 合 わ せ て 、 吸 収 体 の 長 手 方 向 に 対 し て ほ ぼ 同 じ 幅 で 設 け る パ タ ー ン が
知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ ８ ５ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 紙 お む つ の 場 合 、 吸 収 体 の 股 下 に あ た る 接
着 領 域 が 腹 側 や 背 側 の 接 着 領 域 と ほ ぼ 同 じ 幅 で あ る と 、 股 下 に あ た る 部 分 の 吸 収 体 は 人 体
と の 接 触 面 幅 以 上 の 幅 で 接 着 さ れ る こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 装 着 者 の 動 き に よ っ て
幅 方 向 （ 即 ち 横 方 向 ） か ら 力 が 加 え ら れ る こ と に よ り 外 装 体 が 変 形 す る と 、 吸 収 体 も そ の
動 き に 追 従 し て 変 形 す る こ と と な っ て 、 身 体 と の 間 に 隙 間 を 作 っ て し ま う こ と と な る 。
　 一 方 、 吸 収 体 を 、 股 下 部 分 で の 人 体 接 触 面 の 幅 に 合 わ せ て 接 着 す る と 、 腹 側 部 及 び 背 側
部 に 当 た る 部 分 の 吸 収 体 が 股 下 部 よ り も 幅 が 広 い 場 合 、 外 装 体 に 接 着 さ れ な い 部 分 が 生 じ
る 。 そ の 為 、 装 着 者 の 動 き よ る 外 装 体 の 変 形 に 追 従 す る こ と が 出 来 ず 、 腹 側 部 と 背 側 部 で
吸 収 体 と 身 体 の 間 に 隙 間 が 出 来 や す く な る と 共 に 、 吸 収 体 の 長 手 方 向 両 側 縁 部 に 立 体 ギ ャ
ザ ー が 施 さ れ て い る 場 合 、 そ れ ら が 倒 れ こ ん で し ま い 、 体 液 を せ き 止 め 保 持 す る 機 能 を 失
い 、 モ レ が 生 じ や す く 、 ま た 装 着 感 を 悪 く し て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
　 ま た 、 例 え ば 、 軽 度 の 失 禁 症 を 患 う 装 着 者 と 、 寝 た き り の 患 者 や 車 椅 子 で の 生 活 を 強 い
ら れ て い る 患 者 と で は 、 吸 収 体 の 最 適 な 接 着 領 域 の パ タ ー ン は 必 ず し も 一 様 で は な く 、 着
用 者 に よ っ て そ れ ぞ れ 異 な る 接 着 領 域 の パ タ ー ン が 望 ま れ て い る の に も 関 ら ず 、 画 一 的 な
接 着 パ タ ー ン し か 提 供 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 吸 収 体 や 立 体 ギ ャ ザ ー を 身 体 に 密 着 さ せ る こ と が 出 来 、 装 着
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者 の ニ ー ズ に 応 じ た 接 着 領 域 を 有 す る 吸 収 性 物 品 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 人 体 と 接 す る 接 触 面 に 配 さ
れ る ト ッ プ シ ー ト と 、 外 装 体 と 、 前 記 ト ッ プ シ ー ト と 前 記 外 装 体 と の 間 に 腹 側 部 か ら 股 下
部 を 通 っ て 背 側 部 に か け て 介 装 さ れ 、 前 記 外 装 体 側 に 接 着 剤 に よ り 接 着 さ れ る 吸 収 体 と 、
を 備 え る 吸 収 性 物 品 に お い て 、 前 記 吸 収 体 と 前 記 外 装 体 と の 接 着 領 域 は 、 腹 側 接 着 部 と 、
背 側 接 着 部 と 、 股 下 接 着 部 と 、 前 記 股 下 接 着 部 と 前 記 腹 側 接 着 部 お よ び 前 記 股 下 接 着 部 と
前 記 背 側 接 着 部 と の 間 の 中 間 接 着 部 と 、 に 区 分 さ れ 、 区 分 さ れ た 各 接 着 部 の 幅 方 向 の 長 さ
が 三 つ 以 上 異 な る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ れ に よ り 、 接 着 領 域 の 各 接 着 部 の 吸 収 体 長 手 方 向 に 対 す る 横 幅 を 三 段 階 以 上 に 変 化 さ
せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 に お い て 、 前 記 腹 側 接 着 部 お よ
び 前 記 背 側 接 着 部 の 幅 が 、 前 記 股 下 接 着 部 の 幅 よ り も 広 く 、 前 記 中 間 接 着 部 の 幅 は 、 前 記
腹 側 接 着 部 お よ び 前 記 背 側 接 着 部 の 幅 と 、 前 記 股 下 接 着 部 の 幅 と の 中 間 の 幅 で あ る こ と を
特 徴 と す る 。
　 こ れ に よ り 、 腹 側 部 や 背 側 部 で は 、 接 着 領 域 幅 を 広 く 設 け 、 股 下 部 で は 接 着 領 域 幅 を 狭
く 設 け 、 股 下 部 と 腹 側 部 又 は 背 側 部 と の 間 の 領 域 で は 、 そ の 中 間 の 幅 で あ っ て 任 意 の 幅 の
接 着 領 域 を 設 け る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 に お い て 、 前 記 吸 収 体 は 、 前 記
股 下 部 に お け る 幅 が 前 記 腹 側 部 及 び 前 記 背 側 部 に お け る 幅 よ り も 狭 い 吸 収 体 コ ア を 備 え 、
前 記 吸 収 体 の 両 側 縁 部 に 腹 側 端 部 か ら 背 側 端 部 に 亘 っ て ギ ャ ザ ー シ ー ト が 設 け ら れ 、 前 記
中 間 接 着 部 の 一 部 は 、 前 記 吸 収 体 コ ア と 前 記 ギ ャ ザ ー シ ー ト の 立 ち 上 が り 部 と の 間 に 位 置
す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ れ に よ り 、 使 用 者 の 体 動 で 股 下 部 の 外 装 体 が 変 形 し て も 、 ギ ャ ザ ー シ ー ト は 影 響 を 受
け に く く な り 、 身 体 と の す き 間 が 生 じ に く く な る 。 ま た 、 第 一 中 間 部 や 第 二 中 間 部 の 領 域
で は 、 ギ ャ ザ ー シ ー ト の 先 端 部 を 吸 収 体 コ ア よ り も 外 側 に 立 ち 上 げ る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 接 着 領 域 の 長 手 方 向 に 対 す る 幅 を 三 段 階 以 上 に 変 化 さ
せ る こ と 、 つ ま り 、 接 着 領 域 の 幅 を よ り 細 か く 設 定 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、
接 着 領 域 を 、 希 望 す る あ ら ゆ る 幅 に 合 わ せ て 設 け る こ と が 可 能 に な り 、 対 象 と す る 領 域 に
好 適 な 幅 の 塗 布 領 域 を 設 け る こ と に よ っ て 、 吸 収 体 や 立 体 ギ ャ ザ ー を 身 体 の 動 き に 追 従 さ
せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 吸 収 体 や 立 体 ギ ャ ザ ー が 身 体 に 密 着 し 、 身 体 と の 間 に 隙 間
が 形 成 さ れ な い こ と に よ っ て 、 モ レ に く く な る だ け で な く 、 履 き 心 地 や 外 観 を 改 善 す る こ
と が 出 来 る 。 ま た こ の 接 着 領 域 は 、 使 用 者 の 状 況 に よ っ て 任 意 の 場 所 に 任 意 の 幅 で 設 け る
こ と が 可 能 で 、 あ ら ゆ る 装 着 者 の ニ ー ズ に 対 し た 接 着 領 域 を 有 す 吸 収 性 物 品 を 提 供 す る こ
と に よ り 、 よ り 確 実 に 好 適 な 使 用 感 を 与 え る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 効 果 が 得 ら れ る の は 当 然 の こ
と 、 腹 側 部 や 背 側 部 で は 、 接 着 領 域 幅 を 広 く 設 け 、 股 下 部 で は 接 着 領 域 幅 を 狭 く 設 け 、 股
下 部 と 腹 側 部 又 は 背 側 部 と の 間 の 領 域 は 、 そ の 中 間 の 幅 で あ っ て 任 意 の 幅 の 接 着 領 域 を 設
け る こ と が 出 来 る 。 こ れ に よ り 、 股 下 部 、 腹 側 部 、 背 側 部 及 び 股 下 部 と 腹 側 部 又 は 背 側 部
の 間 の 部 分 に お い て 、 そ れ ぞ れ の 部 分 で 適 切 な 幅 を 以 っ て 吸 収 体 が 外 装 体 に 貼 付 け ら れ る
こ と と な り 、 そ の 結 果 、 吸 収 体 や 立 体 ギ ャ ザ ー を 身 体 に 密 着 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 よ
り 確 実 に 、 モ レ に く く す る こ と が 可 能 で 、 装 着 感 を 高 め る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 の 効 果 が 得 ら れ る の は 当 然 の こ
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と 、 股 下 部 で ギ ャ ザ ー が 内 側 に 入 り 込 ん で し ま っ て も 、 中 間 接 着 領 域 に お い て 、 吸 収 体 コ
ア よ り も 広 い 幅 で 接 着 す る こ と に よ り 、 股 下 の 前 後 で は ギ ャ ザ ー を 広 げ る こ と が 出 来 る 。
従 っ て 、 ギ ャ ザ ー を 好 適 に 立 ち 上 げ る こ と が で き る こ と と な っ て 、 漏 れ を 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
（ 実 施 形 態 １ ）
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 １ を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 吸 収 性 物 品 と し て の パ ン ツ タ イ プ の 使 い 捨 て 紙 お む つ （ 以 下 、
「 紙 お む つ 」 と い う ） を 一 例 と し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 願 発 明 の 吸 収 性 物 品 を 適 用 し た 実 施 形 態 １ の 紙 お む つ の 展 開 図 で あ る 。 図 ２
は 、 図 １ の Ａ － Ａ ´ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 １ の 紙 お む つ を 組 み 立 て た 斜 視
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 、 ２ に 示 す よ う に 、 紙 お む つ １ は 、 人 体 と 接 す る 接 触 面 に 配 さ れ る 透 液 性 の ト ッ プ
シ ー ト ２ と 、 使 用 装 着 時 に 外 部 側 に 設 け ら れ る 外 装 体 ３ と 、 ト ッ プ シ ー ト ２ と 外 装 体 ３ と
の 間 に 介 装 さ れ る 吸 収 体 ４ 等 と 、 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ト ッ プ シ ー ト ２ は 、 透 液 性 を 有 す る 不 織 布 で 、 吸 収 体 の 表 面 側 （ 人 体 側 ） を 覆 う 形 状 に
形 成 さ れ て い る 。
　 外 装 体 ３ は 、 不 織 布 か ら な る 外 面 シ ー ト ３ Ａ と 、 こ の 外 面 シ ー ト ３ Ａ に 貼 設 さ れ る 内 面
シ ー ト ３ Ｂ と に よ り 構 成 さ れ 、 吸 収 体 ４ の 裏 面 側 （ 装 着 時 に お け る 外 部 側 ） を 覆 う 形 状 に
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ト ッ プ シ ー ト ２ や 外 面 シ ー ト ３ Ａ 、 後 述 す る ギ ャ ザ ー シ ー ト ５ 等 を 形 成 す る 不 織 布 の 素
材 と し て と し て は 、 天 然 繊 維 、 合 成 繊 維 の い ず れ を 用 い て も よ い 。 天 然 繊 維 の 例 と し て は
、 綿 、 セ ル ロ ー ス （ 木 材 パ ル プ ） 、 羊 毛 、 絹 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 合 成 繊 維 と し て は 、 ポ
リ プ ロ ピ レ ン （ PP） 、 ポ リ エ チ レ ン （ PE） 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ エ ス テ ル （ PET） 、 ア ク リ ル
等 が 挙 げ ら れ 、 ま た PE/PP混 合 不 織 布 、 PE/PET混 合 不 織 布 、 ま た 、 上 記 素 材 を 適 宜 組 み 合
わ せ た バ イ コ ン ポ ー ネ ン ト 繊 維 （ 混 合 繊 維 ） も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 こ れ ら の 繊 維 性 素 材 か ら 不 織 布 を 製 造 す る 方 法 と し て は 、 公 知 の 方 法 を 適 宜 用 い
る こ と が で き 、 例 え ば 、 ケ ミ カ ル ボ ン ド 、 サ ー マ ル ボ ン ド 、 ス パ ン レ ー ス 等 の い ず れ の 方
法 を 用 い て も よ く 、 ま た 合 成 繊 維 等 で は 、 ス パ ン ボ ン ド 法 、 メ ル ト ブ ロ ー 法 、 ま た こ れ ら
と 上 記 の 接 着 方 法 の 組 み 合 わ せ 等 、 い ず れ の 方 法 を 用 い て 製 造 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 外 面 シ ー ト ３ Ａ に は 、 紙 お む つ １ の 使 用 時 、 着 用 者 の 腹 周 り で あ る 腹 側 か ら 両 脚 の 間 で
あ る 股 下 を 通 り 、 背 中 周 り で あ る 背 側 に 亘 る 位 置 を 覆 う よ う に 、 腹 側 部 ３ ａ と 、 股 下 部 ３
ｂ と 、 背 側 部 ３ ｃ と 、 腹 側 部 ３ ａ と 股 下 部 ３ ｂ の 境 界 に 位 置 す る 中 間 部 で あ る 第 一 中 間 部
３ ｄ と 、 股 下 部 ３ ｂ と 背 側 部 ３ ｃ の 境 界 に 位 置 す る 中 間 部 で あ る 第 二 中 間 部 ３ ｅ と 、 が 形
成 さ れ て い る 。 腹 側 部 ３ ａ と 背 側 部 ３ ｃ と は 、 股 下 部 ３ ｂ よ り も 幅 広 い 形 状 を 有 し て い る
。 紙 お む つ １ を 成 形 す る 際 に は 、 腹 側 部 ３ ａ の 側 端 部 ３ ０ ａ と 背 側 部 ３ ｃ の 側 端 部 ３ ０ ｃ
が 、 そ れ ぞ れ 固 着 さ れ て 脇 部 を 形 成 す る こ と で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 パ ン ツ 型 の 形 状 に 形
成 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 外 面 シ ー ト ３ Ａ と 内 面 シ ー ト ３ Ｂ と の 間 に お い て は 、 弾 性 部 材 と し て の 複 数 本 の
糸 ゴ ム ３ １ ａ が 挟 み 込 ま れ て 固 着 さ れ て 備 え ら れ て い る 。 こ の 糸 ゴ ム ３ １ ａ に よ っ て 、 紙
お む つ １ 使 用 時 に 、 着 用 者 の 胴 周 り お よ び 腰 周 り で 、 紙 お む つ １ が 伸 縮 自 在 と な る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 ま た 、 外 面 シ ー ト ３ Ａ と 内 面 シ ー ト ３ Ｂ の 股 下 部 ３ ｂ に は 、 腹 側 部 ３ ａ の 一 方 の 側 端 部
３ ０ ａ か ら 股 下 部 ３ ｂ の 略 中 央 を 経 て 腹 側 部 ３ ａ の 他 方 の 側 端 部 ３ ０ ａ へ 至 る 複 数 本 の 糸
ゴ ム ３ １ ｂ が 固 着 さ れ て 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 背 側 部 ３ ｃ の 一 方 の 側 端 部 ３ ０ ｃ か ら 股
下 部 ３ ｂ の 略 中 央 を 経 て 背 側 部 ３ ｃ の 他 方 の 側 端 部 ３ ０ ｃ へ 至 る 複 数 本 の 糸 ゴ ム ３ １ ｃ が
固 着 さ れ て 備 え ら れ て い る 。 こ れ ら 糸 ゴ ム ３ １ ｂ や 糸 ゴ ム ３ １ ｃ は 、 紙 お む つ １ 使 用 時 に
着 用 者 の 股 下 や そ け い 部 に 外 装 体 ３ を フ ィ ッ ト さ せ る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 吸 収 体 ４ は 、 紙 お む つ １ の 使 用 時 に 体 液 と し て の 尿 等 の 水 様 成 分 を 吸 収 す る も の で あ り
、 綿 や パ ル プ 等 の 吸 収 性 素 材 や 、 繊 維 或 い は フ ィ ル ム 等 の シ ー ト 状 基 材 と 高 吸 水 性 樹 脂 と
が 組 み 合 わ さ れ て 形 成 さ れ た 吸 収 体 コ ア ４ ０ と 、 こ の 吸 収 体 コ ア ４ ０ を 覆 う 透 液 性 の ク レ
ー プ 紙 ４ １ 及 び 防 水 フ ィ ル ム ４ ２ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
　 尚 、 吸 収 体 ４ に は 、 吸 収 体 コ ア ４ ０ が あ れ ば 足 り 、 そ の 他 の ク レ ー プ 紙 ４ １ 、 及 び 防 水
フ ィ ル ム ４ ２ 等 に つ い て は 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 付 加 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 吸 収 体 コ ア ４ ０ は 、 人 体 の 前 胴 周 り か ら 両 脚 の 間 を 通 り 後 胴 周 り に 亘 る 位 置 に 装 着 さ れ
る よ う に 、 股 下 部 ３ ｂ に お け る 股 下 両 端 部 間 の 幅 を 短 尺 、 前 胴 周 り に あ た る 腹 側 端 部 ４ ａ
か ら 後 胴 周 り あ た る 背 側 端 部 ４ ｂ に か け て を 長 尺 と す る 、 略 長 方 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ク レ ー プ 紙 ４ １ は 透 液 性 の シ ー ト で あ っ て 、 吸 収 体 コ ア ４ ０ を 全 体 的 に 包 装 し て お り 、
体 液 を 吸 収 す る 働 き を な す 。
　 防 水 フ ィ ル ム ４ ２ は 、 遮 水 性 を 有 し 、 ク レ ー プ 紙 ４ １ を 通 過 し た 水 様 分 が 外 装 体 ３ 側 に
漏 れ る こ と を 防 止 す る 働 き を な す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 吸 収 体 ４ の 幅 方 向 両 側 端 部 に は 、 紙 お む つ １ に お け る ト ッ プ シ ー ト ２ 側 に お い て 、 吸 収
体 コ ア ４ ０ の 腹 側 端 部 ４ ａ か ら 背 側 端 部 ４ ｂ に わ た り 、 股 下 両 端 部 ４ ｃ に 相 当 す る 位 置 に
ギ ャ ザ ー シ ー ト ５ 、 ５ が 備 え ら れ て い る 。
　 こ の ギ ャ ザ ー シ ー ト ５ 、 ５ は 、 不 透 液 性 の 不 織 布 の シ ー ト を 二 つ 折 り に し 、 折 り 合 わ さ
れ た 面 を 、 例 え ば 、 ホ ッ ト メ ル ト や 、 ヒ ー ト シ ー ル 、 超 音 波 シ ー ル 等 に よ り 固 着 さ せ る こ
と に よ り 形 成 さ れ て い る 。
　 こ こ で 、 こ の 不 織 布 シ ー ト を 二 つ 折 り に し た 折 り 返 し 部 分 側 の 端 部 を 自 由 端 部 ５ １ 、 立
体 的 な 立 ち 上 が り の 起 点 を 立 ち 上 が り 部 ５ ２ 、 外 装 体 ３ 側 に 固 定 さ れ る 端 部 を 固 定 端 部 ５
３ と す る 。 そ の 固 定 端 部 ５ ３ が 、 ト ッ プ シ ー ト ２ と 、 外 面 シ ー ト ３ Ａ と の 間 に 挟 ま れ る よ
う に 固 着 さ れ る こ と に よ り 、 ギ ャ ザ ー シ ー ト ５ 、 ５ が 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ の 不 織
布 が 折 り 合 わ さ れ た 面 間 に 、 複 数 本 の 糸 ゴ ム ５ ４ が 挟 み 込 ま れ て 固 着 さ れ て 備 え ら れ て い
る 。
　 こ の ギ ャ ザ ー シ ー ト ５ 、 ５ が 紙 お む つ １ に 固 着 さ れ て 備 え ら れ た 状 態 に お い て 、 先 端 部
で あ る 自 由 端 部 ５ １ が 起 立 す る こ と に よ り 立 体 ギ ャ ザ ー ５ Ｈ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の
糸 ゴ ム ５ ４ に よ り ギ ャ ザ ー シ ー ト ５ は 、 着 用 者 の 体 型 に 合 わ せ て 伸 縮 自 在 に 変 形 し 、 着 用
者 に フ ィ ッ ト し や す い 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う な 構 造 の 紙 お む つ １ に お い て 、 吸 収 体 ４ を 外 装 体 ３ 側 に 接 着 す る 接 着 領 域 ８
に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。
　 接 着 領 域 ８ は 、 吸 収 体 ４ を 外 装 体 ３ に 取 り 付 け る た め の 接 着 剤 を 塗 布 す る 領 域 で あ る 。
具 体 的 に は 、 外 装 体 ３ 側 も し く は 吸 収 体 ４ 側 の い ず れ か 一 方 に 施 さ れ て い れ ば 良 く 、 本 実
施 の 形 態 で は 、 外 装 体 ３ 側 に 接 着 剤 を 塗 布 し た 。 図 ４ は 、 図 １ の 吸 収 体 の 接 着 領 域 を 説 明
す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 こ こ で 、 吸 収 体 ４ に お け る 接 着 領 域 ８ は 長 手 方 向 に 沿 っ て 、 腹 側 部 ３ ａ 側 の 接 着 領 域 を
腹 側 接 着 部 ８ ａ 、 股 下 部 ３ ｂ 側 の 接 着 領 域 を 股 下 接 着 部 ８ ｂ 、 背 側 部 ３ ｃ 側 の 接 着 領 域 を
背 側 接 着 部 ８ ｃ 、 第 一 中 間 部 ３ ｄ 側 の 接 着 領 域 を 第 一 中 間 接 着 部 ８ ｄ 、 第 二 中 間 部 ３ ｅ の
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接 着 領 域 を 第 二 中 間 接 着 部 ８ ｅ と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ の 接 着 領 域 の 幅 は 、 例 え ば 、 腹 側 接 着 部 ８ ａ を 約 １ ７ ０ ｍ
ｍ 、 第 一 中 間 接 着 部 ８ ｄ 及 び 第 二 中 間 接 着 部 ８ ｅ を 約 １ ４ ０ ｍ ｍ 、 股 下 接 着 部 ８ ｂ を 約 １
１ ０ ｍ ｍ 、 背 側 接 着 部 ８ ｃ を 約 １ ７ ０ ｍ ｍ と し た 。
　 こ の よ う に す る と 、 股 下 接 着 部 ８ ｂ に お い て は 、 装 着 者 の 動 き に よ っ て 幅 方 向 （ 即 ち 横
方 向 ） か ら 力 が 加 わ っ た 場 合 、 吸 収 体 コ ア ４ ０ は 横 方 向 か ら の 力 に よ っ て 上 方 向 に 盛 り 上
が る こ と と な っ て 、 よ り 装 着 者 の 身 体 に 密 着 す る こ と と な る だ け で な く 、 そ の 側 方 に 形 成
さ れ た 立 体 ギ ャ ザ ー ５ Ｈ も 、 外 装 体 ３ の 動 き に 完 全 に 追 従 す る こ と な く 、 立 体 ギ ャ ザ ー ５
Ｈ を 身 体 に 密 着 さ せ る こ と が 出 来 、 隙 間 を 生 じ さ せ に く く す る こ と が で き る 。
　 腹 側 接 着 部 ８ ａ な い し は 背 側 接 着 部 ８ ｃ に お い て は 、 装 着 者 の 動 き に よ っ て 外 装 体 ３ が
変 形 す る と 、 充 分 な 幅 で 以 っ て 外 装 体 ３ に 貼 付 け ら れ て い る 吸 収 体 ４ は 、 外 装 体 ３ の 動 き
に 追 従 し て 一 体 と な っ て 動 く た め 、 吸 収 体 ４ を 常 に 身 体 に 沿 わ せ る こ と が 可 能 と な っ て 、
隙 間 を 生 じ さ せ る こ と が な く な る 。
　 さ ら に 、 第 一 中 間 接 着 部 ８ ｄ 及 び 第 二 中 間 接 着 部 ８ ｅ に お い て は 、 装 着 者 の 身 体 に 密 着
す る よ う な 好 適 な 接 着 領 域 幅 で 接 着 さ れ て い る た め 、 腹 側 接 着 部 ８ ａ 、 股 下 接 着 部 ８ ｂ 、
背 側 接 着 部 ８ ｃ と 同 様 、 隙 間 を 生 じ さ せ る こ と が な く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 接 着 領 域 ８ は 必 ず し も 股 下 接 着 部 ８ ｂ か ら そ れ ぞ れ 腹 側 接 着 部 ８ ａ 、 背 側 接 着 部
８ ｃ へ 至 る に 従 っ て 幅 を 広 く 設 定 す る 必 要 は な く 、 装 着 者 の 使 用 状 況 に 応 じ て 設 定 し て 構
わ な い 。 従 っ て 、 例 え ば 背 側 接 着 部 ８ ｃ 、 第 二 中 間 接 着 部 ８ ｅ 及 び 股 下 接 着 部 ８ ｂ の 幅 を
同 一 且 つ 広 く 設 け 、 第 一 中 間 接 着 部 ８ ｄ の 幅 を そ れ よ り も 狭 く 、 さ ら に 腹 側 接 着 部 ８ ａ の
幅 を 最 も 狭 く 設 定 し て 接 着 領 域 ８ を 形 成 し て も 構 わ な い 。 一 部 に 非 接 着 領 域 を 設 け て も 良
い 。
　 ま た 、 腹 側 接 着 部 ８ ａ 、 第 一 中 間 接 着 部 ８ ｄ 、 股 下 接 着 部 ８ ｂ 、 第 二 中 間 接 着 部 ８ ｅ 、
背 側 接 着 部 ８ ｃ は 、 そ れ ぞ れ さ ら に そ の 領 域 の 中 で 細 分 化 し て 異 な る 複 数 の 幅 を 有 す る 領
域 と し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 接 着 方 法 と し て は 、 ホ ッ ト メ ル ト で の 接 着 が 一 般 的 で あ る が 、 そ れ 以 外 の 手 法 で 接 着 し
て も 構 わ な い 。
　 ま た 、 ホ ッ ト メ ル ト を 使 用 す る 場 合 の 接 着 剤 塗 布 パ タ ー ン と し て は 、 接 着 剤 塗 布 領 域 の
全 面 に 接 着 剤 を 塗 布 す る の が 一 般 的 で あ る が 、 接 着 剤 塗 布 領 域 に 接 着 剤 を 直 線 や 曲 線 な ど
の 線 状 に 塗 工 す る 方 法 を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 、 説 明 し た 実 施 形 態 １ に か か る 紙 お む つ １ に よ れ ば 、 接 着 領 域 ８ の 幅 を 細 か く 設 定
す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 、 接 着 領 域 ８ を 、 希 望 す る あ ら ゆ る 幅 に 合 わ せ て 設 け
る こ と が 可 能 と な る 。 対 象 と す る 領 域 に 好 適 な 幅 の 接 着 領 域 ８ を 設 け る こ と に よ っ て 、 吸
収 体 コ ア ４ ０ や 立 体 ギ ャ ザ ー ５ Ｈ が 身 体 に 密 着 し 、 身 体 と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ な い こ と
に よ っ て 、 モ レ に く く な る だ け で な く 、 履 き 心 地 や 外 観 を 改 善 す る こ と が 出 来 る 。
　 ま た 、 こ の 接 着 領 域 ８ は 、 使 用 者 の 状 況 に よ っ て 任 意 の 場 所 に 任 意 の 幅 で 設 け る こ と が
可 能 で 、 あ ら ゆ る 装 着 者 の ニ ー ズ に 対 応 し た 接 着 領 域 を 有 す る 紙 お む つ を 提 供 す る こ と に
よ り 、 よ り 確 実 に 好 適 な 使 用 感 を 与 え る こ と が 出 来 る 。
　 ま た 、 接 着 領 域 幅 を 広 げ る だ け で な く 、 狭 く す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ の た め に 接 着 が
必 要 で な い 部 分 に 施 さ れ て い た 接 着 剤 を 節 約 す る こ と が 出 来 る 。
　 ま た 、 腹 側 接 着 部 ８ ａ や 背 側 接 着 部 ８ ｃ で は 、 接 着 領 域 ８ 幅 を 広 く 設 け 、 背 側 接 着 部 ８
ｃ で は 接 着 領 域 ８ 幅 を 狭 く 設 け 、 第 一 中 間 接 着 部 ８ ｄ 、 第 二 中 間 接 着 部 ８ ｅ に お い て 、 そ
れ ぞ れ の 部 分 で 適 切 な 幅 を 以 っ て 吸 収 体 ４ が 外 装 体 ３ に 貼 付 け ら れ る こ と と な り 、 そ の 結
果 、 吸 収 体 コ ア ４ ０ や 立 体 ギ ャ ザ ー ５ Ｈ を 身 体 に 密 着 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 よ り 確 実
に 、 モ レ に く く す る こ と が 可 能 で 、 装 着 感 を 高 め る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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（ 実 施 形 態 ２ ）
　 図 ５ は 、 本 願 発 明 の 吸 収 性 物 品 を 適 用 し た 実 施 形 態 ２ の 紙 お む つ の 展 開 図 で あ る 。 図 ６
は 、 図 ５ の 吸 収 体 の 接 着 領 域 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
　 接 着 領 域 １ ０ は 実 際 に は 外 装 体 ３ 側 に 施 さ れ て い る が 、 吸 収 体 コ ア ９ ０ と 接 着 領 域 １ ０
と の 比 較 を 行 う た め に 、 図 ６ で は 、 吸 収 体 コ ア ９ ０ 及 び 接 着 領 域 １ ０ に つ い て 図 示 す る 。
　 ま た 、 実 施 形 態 ２ の 紙 お む つ １ ０ ０ は 、 実 施 形 態 １ の 紙 お む つ １ と 比 較 し た 場 合 、 吸 収
体 コ ア ９ ０ 及 び 接 着 領 域 １ ０ の 形 状 の み が 異 な る の で 、 紙 お む つ １ と 同 一 の 部 分 に は 同 一
の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 部 分 の み に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ５ 、 ６ に 示 す よ う に 、 実 施 形 態 ２ に 係 る 紙 お む つ １ ０ ０ の 吸 収 体 コ ア ９ ０ は 、 股 下 部
３ ｂ に 相 当 す る 股 下 相 当 部 ３ ３ ｂ の 幅 が 腹 側 部 ３ ａ 及 び 背 側 部 ３ ｃ に 相 当 す る 腹 側 相 当 部
３ ３ ａ 及 び 背 側 相 当 部 ３ ３ ｃ の 幅 よ り も 狭 く 、 股 下 相 当 部 ３ ３ ｂ と 腹 側 相 当 部 ３ ３ ａ 又 は
背 側 相 当 部 ３ ３ ｃ と の 間 に は 連 続 的 に 幅 が 大 き く な っ て い る 第 一 中 間 相 当 部 ３ ３ ｄ と 第 二
中 間 相 当 部 ３ ３ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 以 上 の 様 な 砂 時 計 形 を 形 成 す る 吸 収 体 コ ア ９ ０ は 、
ク レ ー プ 紙 ４ １ で 包 装 さ れ 、 外 装 体 ３ 側 に 防 水 フ ィ ル ム ４ ２ を 備 え 、 吸 収 体 ９ と し て 成 る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 接 着 領 域 １ ０ は 、 吸 収 体 コ ア ９ ０ の 外 郭 よ り 延 出 し て 設 け ら れ て い る 。 つ ま り 、 腹 側 相
当 部 ３ ３ ａ に 当 た る 腹 側 接 着 部 ８ ８ ａ 、 股 下 相 当 部 ３ ３ ｂ に 当 た る 股 下 接 着 部 ８ ８ ｂ 及 び
背 側 相 当 部 ３ ３ ｃ に あ た る 背 側 接 着 部 ８ ８ ｃ は 、 吸 収 体 コ ア ９ ０ の 形 状 に 沿 っ て 設 け ら れ
て い る が 、 第 一 中 間 相 当 部 ３ ３ ｄ に 当 た る 第 一 中 間 接 着 部 ８ ８ ｄ 、 第 二 中 間 相 当 部 ３ ３ ｅ
に 当 た る 第 二 中 間 接 着 部 ８ ８ ｅ の 幅 は 、 吸 収 体 コ ア ９ ０ よ り も 外 側 に 延 出 し て 、 そ の 幅 方
向 端 部 が 吸 収 体 コ ア ９ ０ と ギ ャ ザ ー シ ー ト ５ 、 ５ と の 立 ち 上 が り 部 ５ ２ 、 ５ ２ の 間 に 位 置
す る よ う に な っ て い る 。 こ の 接 着 領 域 １ ０ を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 股 下 部 ３ ｂ で ギ ャ ザ
ー が 内 側 に 入 っ て も 、 そ の 前 後 で は ギ ャ ザ ー の 先 端 部 で あ る 自 由 端 部 ５ １ 、 ５ １ 間 を 吸 収
体 コ ア ９ ０ よ り 広 く 保 つ こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 吸 収 体 ９ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 、 連 続 的 に 接 着 領 域 １ ０ を 設 け 、 そ の 幅 を 一
部 広 く し 、 吸 収 体 コ ア ９ ０ よ り も 外 側 に 接 着 領 域 １ ０ を 設 け る こ と に よ っ て 、 吸 収 体 コ ア
９ ０ の 幅 が 狭 く て も 立 体 ギ ャ ザ ー ５ Ｈ の 自 由 端 部 ５ １ 、 ５ １ 間 を 広 げ る こ と が 出 来 、 立 体
ギ ャ ザ ー ５ Ｈ を よ り 身 体 に フ ィ ッ ト さ せ 、 モ レ を 防 ぎ 、 装 着 感 を 上 げ る こ と が 可 能 に な る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 上 記 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 本 発 明 を パ ン ツ タ イ プ の 紙 お む つ に 適 用 し た も の
に つ い て 例 示 し た が 、 テ ー プ 式 の 紙 お む つ に 適 用 し て も よ い こ と は 無 論 で あ る 。
　 ま た 、 本 願 発 明 で は 吸 収 体 ４ を 備 え る 紙 お む つ １ を 例 に 上 げ た が 、 お む つ カ バ ー 等 に 吸
収 体 を 含 む 吸 収 パ ッ ド を 取 り 付 け て 使 用 す る 吸 収 性 物 品 に つ い て も 、 同 様 の 接 着 領 域 を 設
け る こ と で 前 述 し た 効 果 を 得 る こ と が 出 来 る 。
　 ま た 、 接 着 方 法 と し て は 、 ホ ッ ト メ ル ト や ヒ ー ト シ ー ル 、 超 音 波 シ ー ル な ど に よ り 接 着
で き る 。 そ の 他 、 適 当 な 接 着 方 法 を 実 施 し て 構 わ な い 。
　 ま た 、 そ の 他 、 具 体 的 な 細 部 構 造 な ど に つ い て も 適 宜 に 変 更 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の 吸 収 性 物 品 を 適 用 し た 実 施 形 態 １ の 紙 お む つ の 展 開 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ ´ で の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 紙 お む つ を 組 み 立 て た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 吸 収 体 の 接 着 領 域 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 願 発 明 の 吸 収 性 物 品 を 適 用 し た 実 施 形 態 ２ の 紙 お む つ の 展 開 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 吸 収 体 の 接 着 領 域 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 　 　 紙 お む つ
　 ２ 　 　 　 ト ッ プ シ ー ト
　 ３ 　 　 　 外 装 体
　 ３ Ａ 　 　 外 面 シ ー ト
　 ３ Ｂ 　 　 内 面 シ ー ト
　 ３ ａ 　 　 腹 側 部
　 ３ ｂ 　 　 股 下 部
　 ３ ｃ 　 　 背 側 部
　 ３ ｄ 　 　 第 一 中 間 部
　 ３ ｅ 　 　 第 二 中 間 部
　 ４ 　 　 　 吸 収 体
　 ５ 　 　 　 ギ ャ ザ ー シ ー ト
　 ８ 　 　 　 接 着 領 域
　 ８ ａ 　 　 腹 側 接 着 部
　 ８ ｂ 　 　 股 下 接 着 部
　 ８ ｃ 　 　 背 側 接 着 部
　 ８ ｄ 　 　 第 一 中 間 接 着 部 （ 中 間 接 着 部 ）
　 ８ ｅ 　 　 第 二 中 間 接 着 部 （ 中 間 接 着 部 ）
　 ９ 　 　 　 吸 収 体
　 ３ ３ ａ 　 腹 側 相 当 部
　 ３ ３ ｂ 　 股 下 相 当 部
　 ３ ３ ｃ 　 背 側 相 当 部
　 ３ ３ ｄ 　 第 一 中 間 相 当 部
　 ３ ３ ｅ 　 第 二 中 間 相 当 部
　 ４ ０ 　 　 吸 収 体 コ ア
　 ４ ２ 　 　 防 水 フ ィ ル ム
　 ５ １ 　 　 自 由 端 部
　 ５ ２ 　 　 立 ち 上 が り 部
　 ８ ８ ｄ 　 第 一 中 間 接 着 部 （ 中 間 接 着 部 ）
　 ８ ８ ｅ 　 第 二 中 間 接 着 部 （ 中 間 接 着 部 ）
　 ９ ０ 　 　 吸 収 体 コ ア
１ ０ ０ 　 　 紙 お む つ                                                              
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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